
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

李組だより 

認定こども園 神の倉清凉保育園 

 厳しい寒さが続くこの頃。子ども達はひんやりとした空気を肌で感じたり、白い息を

吐いたりと小さな体で季節を感じながら過ごしています。 

 先月は雪の日も多く、雪が降り始めると外を指差し声を出して喜んだり、雪に触れて

冷たさに驚いたりと冬にしか出来ない経験を沢山することが出来ました。雪を見たのが

初めての子も多く様々な反応を見せてくれました。 

 最近の子どもは少しずつお友だちに興味を示したり、関わりが増えてきました。「貸

して」や「ありがとう」とジェスチャーや言葉を使って玩具を貸し借りする子や、泣い

ている子を指さして教えてくれる子、頭を撫でてあげる子などほほえましい姿がよく見

られます。子ども達がお友だちと関わりをもって楽しく遊べるよう見守っていきたいと

思います。 

  

今月の手遊び 今月のねらい 

☆子ども達の様子☆ 

・三匹のこぶた 

・かみなりどんがやってきた 

―ボディペイント― 

着替えのご用意ありがとうございました。 

 先月、ペイント遊びを行いました。子ども達は顔や手に絵の具

が付くのもへっちゃらで筆やタンポを上手に使い、絵の具まみれ

になりながら楽しんでいました。 

・保育教諭と一緒に 

身の回りのことをやってみる。 

・簡単な挨拶をしようとする。 ―いちご動物園－ 

大きな動物に驚く子ども達でしたが、モルモットを撫でたり、餌を

あげたりと普段できない経験を存分に楽しむことが出来ました。 



 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

桃 組 だ よ り

り 

２月 

認定こども園 神の倉清凉保育園 

 

 

 

お気に入りの手遊び 

 寒さの厳しい日が続いておりますが、その中でも子どもたちは元気いっ

ぱい身体を動かして遊ぶ姿が見られます。 

先月は、いちご動物園やおじゃま虫キャラバン等、生き物に触れる機会

を持つことができました。自分よりも大きいロバに恐る恐る近づいてみた

り、かわいいモルモットを優しくなでたり、色々な虫がいることに気付い

たりと、身近な生き物へ優しい気持ちを持つ体験ができました。 

遊びの中でも、お人形遊びを通して着替えさせたり、お世話をしたりし

て楽しむ事が増えました。お父さん・お母さんや保育教諭の真似をして、

なりきって遊ぶことを楽しんでいるようです。 

4 月の進級に向けて手洗いをこまめに行い、感染症の予防に努めながら

今月も楽しんで過ごして行きたいと思います。 

 

今月の歌 

♪まめまき 

 

♪ペンギンさん 

 

さんさん 

※次に行うことを聞いて、 

身の回りの事を進んでしようとする。 

※保育教諭や友達と 

簡単なごっこ遊びを楽しむ。 

★雪だるまの 

チャチャチャ 

 

★かみなりどん 



 

子ども達の様子 

♪まめまき 

♪鬼のパンツ 

今月のねらい 

今月の歌 

認定こども園 神の倉清凉保育園 

 

 

どっちが先だったか

な？白熱したかるた

取りです！ 

今
月
の
諺 

「スーパーヒーロ

ーだー!!」と元気

いっぱい走りま

す！ 

・
蛇
に
蛙 

 

・
袋
の
中
の
鼠 

 

・
骨
折
り
損
の 

く
た
び
れ
も
う
け 

・身近な自然に触れ合いながら健康に過ごす。 

・友だちと関わりながら体を動かす遊びを楽しむ。 

   厳しい寒さが続くこの頃。子ども達は、ひんやりとした空気を肌で感じたり白い吐

息を吐いたりと、季節を感じながら過ごしています。 

かるた取りや、虫探しゲームなど、簡単なルールのある集団遊びを楽しめるようにな

ってきた子ども達。最初の頃は札が取れないと「取りたかった！」と悔しい気持ちから怒

ってしまう姿もありましたが、何度も繰り返す中で、「次頑張ろう!!」と気持ちを切り替えた

り、札を取ったお友達に対して「良かったね」と声をかけたり、皆で仲良く楽しめるように

なってきています。 

 生活の中では、脱いだ服や、布団を畳んだりなど身の回りの支度にも興味を持ち、

「出来たよー！」と嬉しそうに見せてくれる子もいます。ですが、発達も興味も一人ひとり

違います。一人で出来る子には十分認め自信に繋がるようにしたり、又、手伝ったり声

をかけたりしながら、焦らず一人ひとりに合わせた援助を行なっていきたいと思います。

今年度の薔薇組で過ごすのも残りわずかとなりました。これまで以上に 1日 1日を大切

に子ども達と過ごし、期待を持ちながら年少組になれるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 


